
　

定例会見

日時：令和６年７月２５日（木）　１１：３０～

会見内容

１．発表事項　

(1)本市のひきこもり支援の現状について
福祉部（ひきこもり相談室）

(2)ＨＰＶワクチン予防接種について
保健衛生部（感染症・医務薬務課）

ぎふ魅力づくり推進部（歴史博物館）

令和６年度 第５回 市長定例記者会見

(3)岐阜市歴史博物館企画展
「火の用心！～岐阜の消防400年のあゆみ～」開催について
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１-(1)本市のひきこもり支援の現状について              

 

1 ひきこもり相談の実績（令和 5 年度）                          

令和5年度の相談実績は、 

・163ケースで、前年度の約２倍。 

・そのうち、128ケースが新規相談で、 

 前年度から、約３倍に増加 

 

ひきこもり状態になった年代や、期間は、 

・15 歳から 24 歳までが約半数 

・ひきこもりの期間は、 

数か月から 30 年以上と様々 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ひきこもり支援と相談者の声                           

・市が主催する、ひきこもりに悩むご家族の集いの場である「ほっと cafe」には、 

毎回、多くの方々が参加 

・本人の社会参加の第一歩として、 

同じ立場の当事者が集う居場所を紹介 

・就労を希望される場合には、関係機関と連携し支援 

 

 

相談者の声 

【家族】 

・「市に、ひきこもり相談室があり、ありがたい。」（70 代父） 

・「ずっと孤立していると感じていました。繋がってくれることが、本当に嬉しいし、 

安心です。」（50 代母） 

【本人】 

・「新聞やネットで相談室の雰囲気がわかったので、相談に行きやすかった。」(40 代) 

R5支援実績 

・家族の集い「ほっとcafe」（6回開催） 

実数 14家族（17人） のべ57人参加 

・居場所の紹介、利用支援  3件 

・就労支援          6件 
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3 ひきこもり支援連携会議                            

・ひきこもりの支援策を検討するため、 

ひきこもり状態にある方のご家族、支援団体や有識者で構成する、 

「ひきこもり支援連携会議」を設置 

・担当部局では、現在、ひきこもり状態にある方々の「居場所のあり方」について、

協議を重ねている 

 

 

 

4 ひきこもり講演会の開催                            

・8 月 30 日（金）午後 6時から、 

みんなの森 ぎふメディアコスモスにて、市民向けのひきこもり講演会を開催 

・講師は、本市のひきこもり支援連携会議の会長であり、 

ジャーナリストの池上 正樹さん 

・参加無料 



岐阜市主催

ひきこもり講演会

ジャーナリスト
特定非営利活動法人・
KHJ全国ひきこもり家族会連合会副理事長

池上 正樹（いけがみ まさき）氏

■講師プロフィール

約30年前から「ひきこもり」関係の取材を続け、多くの方々の話に耳を傾けられてきた。
また「KHJ全国ひきこもり家族連合会」を発足当初からサポート、現在岐阜市をはじめ、
多くの自治体に委員として参加、各メディアでも幅広くご活躍

ひきこもり・8050問題

～周囲は何ができるのか

地域や家族に求められる関わり方～

ホームページ
＆申込フォーム

ひきこもり相談室

℡ 058-214-3703
〒500-8701 岐阜市司町40-1 岐阜市役所福祉政策課内

 hikikomori-soudan@city.gifu.gifu.jp

日 時

ぎふメディアコスモスみんなのホール（司町40-5）

2024年8月30日 (金) 18:00～ (17:30より受付開始)

●対 象 者 ひきこもりの状態にある人やその家族

ひきこもりに関心のある人

●申込など 8月23日(金)までに市ホームページの

申込フォーム、または開庁日時に下記へ電話

申込者多数の場合は抽選

問
い
合
わ
せ

場 所

●定 員 150名程度

参加費

無料
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1-(2)ＨＰＶワクチン予防接種について               

１ 子宮頸がんとは                

・子宮頸がんは、子宮の入口に近い部分にできる「がん」で、 
ヒトパピローマウイルス、いわゆるＨＰＶの感染が原因である。 

  ・日本ではすべての年齢において、毎年約 1万 1千人の女性が子宮頸がんにかかり、 
約 2千 900 人の方が、亡くなられている。患者さんは 20 歳代後半から増え始め、 

30 歳代までに治療により子宮を失ってしまう人が 1年間に約 1千人いる 

と報告されている。  

２ キャッチアップ接種について          

  ・子宮頸
けい

がんを生涯にわたり予防するＨＰＶワクチンの予防接種は、 

   小学校 6年生から高校 1年生相当の女性に「定期接種」として行われている。 
  ・平成 25 年から令和 3年の 9年間、国の方針により、 

積極的に呼びかけが行われなかったことから、 
平成 9 年度生まれから平成 19 年度生まれ（今年度 17 歳～27 歳）の女性の中には、 

接種を逃している方が少なくない。 
  ・このような方々に、国が「キャッチアップ接種」と称して、 

令和 4 年度から令和 6年度までの 3年間、公費にて無料で接種できる機会を提供、 

その期間の終了まで半年余りとなっている（令和 7 年 3 月 31 日）。 
  ・対象者には、大学生等で夏休みやお盆でご実家に帰省される方が多い 

この時期に合わせて、接種のお知らせを郵送。 
 

 

３ ＨＰＶワクチンとは              
  ・ＨＰＶワクチンが効果を発揮するには、約半年かけて 3 回接種が必要で、 

今年度中に無料で 3回接種を完了するには、 

9 月末までに 1回目を接種する必要がある。 
 

４ まとめ                    

・対象の皆さんには、ご自身を子宮頸がんから守るための予防策として、 
 ワクチン接種を逃さないでいただきたい。 
・キャッチアップ接種だけでなく、 

小学校 6年生から高校 1年相当の定期接種対象者も接種を検討してほしい。 
・ワクチンの効果や副反応など、心配なことは 
お近くの医療機関や保健所 感染症・医務薬務課へお尋ねを。 



「ヒトパピローマウイルスワクチン（HPVワクチン）
接種は終わりましたか？」

平成９年度～平成１９年度生まれの女性へ
（平成９年４月２日～平成２０年４月１日生まれ）

合計３回接種（最短で６か月）が必要です。

1回目接種は令和６年9月までに始めてください。

岐阜市保健所
感染症・医務薬務課

〒５００－８３０９

岐阜市都通２－１９

（０５８）２５２－７１８７

結局打たずに
終わっちゃったな…

そういえば１回しか
打っていなかったな…

接種回数

費用・期間

＼ワクチンの詳細はこちらから／

ヒトパピローマウイルス（HPV）
ワクチンの接種を逃した方へ

～キャッチアップ接種のご案内～

HPVワクチンに関する
Q&A

9価ヒトパピローマウイルス
（HPV）ワクチン

（シルガード9）について

厚生労働省 厚生労働省 厚生労働省

医療機関

岐阜市内の医療機関を
確認いただけます

↓

※ワクチンはすべての型のHPVの感染を
予防できるわけではないため、

早期発見・早期治療のために定期的に

子宮頸がん検診を受けることが大切です。

ヒトパピローマウイルス
（HPV）について

性経験のある女性であれば

５０％以上が一度は感染すると
されているウイルスです。

子宮頸がんをはじめ、肛門がん、
膣がんなどのがんや、尖圭コンジ
ローマ等多くの病気の発生に

関わっています。

※無料で３回接種をするためには、１回目のワクチン接種を９月までに完了させましょう。
令和７年４月以降の接種も可能ですが、費用は自己負担となります。

途中で接種が止まっている方も、残りの追加接種が可能です。

本来３回接種で約１０万円

無料無料 （令和７年３月３１日の接種まで）（令和７年３月３１日の接種まで）

費用・期間

↓
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1-(3）岐阜市歴史博物館企画展 

「火の用心！～岐阜の消防 400 年のあゆみ～」開催について       

 

１ 開催趣旨                                

・岐阜市歴史博物館では、9 月１日の防災の日にあわせ、 

 企画展「火の用心！～岐阜の消防４００年のあゆみ～」を、 

令和 6年 8月 3日（土曜日）から、9月 16 日（月曜日・祝日）まで開催。 

・岐阜市歴史博物館で消防をテーマとした展覧会を開催するのは開館以来、初めて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・火災などから、私たちの命や暮らしを守る「消防」 

その歴史は、古く江戸時代にまでさかのぼる。 

 

⇒岐阜市消防本部と岐阜市歴史博物館が連携し、 

岐阜市やその周辺に残る江戸時代以降の消防用具や歴史資料を一堂に集め、 

約４００年にわたる岐阜の消防の歴史をひも解き、 

岐阜の人々が、どのように火災に立ち向かってきたかを紹介                     

                  

 開催概要 

・会期 令和 6 年(2024)8 月 3 日(土) （※うち開館日数 40 日間） 
 （8 月 5 日(月)、19 日(月)、26 日(月)、9 月 2 日(月)、9 日(月)は休館） 
・会場 岐阜市歴史博物館 １階 特別展示室 
・観覧料 高校生以上：310 円(250 円) 

小中学生：150 円(90 円)  ※()内は、20 名以上の団体割引料金 
⇒通常の常設展の観覧料でご覧いただける。 
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２ 展示構成                               

・これまでに岐阜で発生した 

大規模火災を紹介するプロローグから始まり、 

近世、近代、戦時下、現代と時代を追って、４つの章で岐阜の消防の歴史を紹介。 

エピローグでは防火を祈る人々の思いを感じていただけるよう構成している。 

・とりわけ、今回の展示物の中には 

・江戸時代の長良村で活動した火消組「蛇の目組」が使用した、 

全長約 3.5ｍの「大団扇
おおうちわ

」 

  →飛んでくる火の粉をあおいで払う巨大な団扇。 

全国でも数点しか残っていないと思われる貴重なも

の。 

 

・明治時代はじめの加納町の火消組「よ組」の半纏
はんてん

 

 →「火事と喧嘩は江戸の華、 

そのまた火消は江戸の華」といわれるように、 

  火消は江戸時代から、 

人々の注目を集める存在 

それにふさわしい華やかな役者絵を入れた半纏 

 

ほかにも、 

火消しのシンボルである「纏
まとい

」や、 

大正時代に使用された「ガソリンポンプ」や「腕用
わんよう

ポンプ」などの道具類、 

各時代の消防組織の様子や活躍などを物語る文献資料など、幅広く紹介 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大団扇】 

・延焼を防止するために使用。 

・風下や火の勢いの強い場所で、

10 人ほどが横一列になって使っ

たとされる。 

【半纏】 

・木綿を重ね縫いしたもので、厚手で丈

夫かつ熱にも強いことが特徴。 

・火防
ひ ぶ せ

の象徴である龍や勇猛な武将の絵

柄を入れたものもあり、それらは有力

者が威儀を示すために着用した。 
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３ 関連イベント                            

・「防災の日」である９月１日（日）には、 

消防本部と連携し、 

「本物の消防士がやってくる！ 

～れきはく・消防フェス～」を開催 

  ⇒消防音楽隊コンサートのほか、 

  ポンプ車や消防服の展示、防火服着装体験、 

水消火器体験など、 

盛りだくさんの体験も用意。 

 

 

 

・他にも、 

学芸員による消防史特別講座や、 

スライドトークも開催 

  

 

・消防史特別講座 

「消防道具のいまむかし～破壊消防から消防ポンプまで～」 

日 時：9月 14 日(土) 13:30～15:00  定 員：170 名 

・担当学芸員によるスライドトーク（展示解説） 

①8 月 10 日(土) ②8月 11 日(日)  ③9月 8日(日) 

時 間：13:30～14:30（開場 13:00）   定  員：各回 170 名 

・本物の消防士がやってくる！ 

～れきはく・消防フェス～ 

日 時：9月 1日(日) 

    9:00～17:00（入館は 16:30 まで）    

      消防音楽隊コンサート 

（①10:00～、②10:40～、③11:20～、

各回 25 分程度） 

場 所：岐阜市歴史博物館 正面玄関前およ

び 1 階エントランスホール 

※消防音楽隊コンサートは 1 階講堂 
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